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◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１８ページ参照。

青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
振
興
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
4
月
16
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
就
職

や
日
常
生
活
で
の
悩
み
な
ど
相
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
対
市
内
に
在
住

か
通
勤
し
て
い
る
40
歳
未
満
の
方
や

そ
の
親
族
、
関
係
者
な
ど
※
求
職
活

動
中
の
方
も
可
。
申
4
月
14
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機

構（
☎
０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

い
つ
こ
こ
就
活
講
座
・
就
職
相
談

と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
８
５
・
２
５
・
７
０
０
２

時
５
月
18
日
㈫
～
21
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
場
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
職
業
適
性
検
査
、
履
歴
書

作
成
、
面
接
対
策
な
ど
の
短
期
集

中
講
座
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就

職
相
談
あ
り
。
対

15
～
49
歳
ま
で
の

求
職
中
の
方
定
先

着
５
人
申
５
月
10

日
㈪
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
同
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

八
木
節
教
室

文
化
課
・
☎
⑳
２
２
２
９

時
５
月
20
日
～
７
月
22
日（
毎
週
木

曜
日
・
10
回
）／
午
後
７
時
～
９
時

場
市
民
プ
ラ
ザ
、
八
木
節
振
興
セ
ン

タ
ー（
福
居
町
）内
初
心
者
か
ら
経
験

者
向
け
の
八
木
節
の
講
習
講
足
利

市
八
木
節
連
合
会
対
ど
な
た
で
も
※

親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
。
定
50
人
料

１
千
円
※
中
学
生
以
下
は
無
料
。
た

だ
し
未
就
学
児

は
保
護
者
同

伴
。
申
４
月
１

日
㈭
午
前
８
時

30
分
か
ら
事
前

に
電
話
ま
た
は

直
接
同
課（
教
育
庁
舎
１
階
）

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

情
報
政
策
課
・
☎
⑳
２
１
１
４

jyohou@
city.ashikaga.lg.jp

時
５
月
21
日
㈮
／
①
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分
②
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
①

【
入
門
編
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
学
ぶ
②

【
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
】Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方

を
学
ぶ
対
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

っ
て
い
な
い

方
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
初

心
者
の
方
②

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
方

《
共
通
》
対
市

内
在
住
か
通
勤
し
て
い
る
方
定
抽
選

各
15
人
申
４
月
22
日
㈭
午
後
５
時
ま

で
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
受

講
希
望
講
座
編
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
有
無（
持
っ
て
い
る
方
は
携
帯
会

社
名
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

の
有
無
）を
書
い
て
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

課
※
件
名
に
『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
』を
記
載
。
電
話
で
の
申
し
込
み

可
。
抽
選
結
果
は
後
日
郵
送
。
閉
庁

日
除
く
３
日
以
内
に
確
認
メ
ー
ル
が

届
か
な
い
場
合
は
同
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル

青
少
年
セ
ン
タ
ー
・
☎
⑳
２
２
２
７

時
５
月
22
日
㈯
、
７
月
10
日
㈯
／
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
場
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
内
子
ど
も
を
楽
し

ま
せ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修
、

こ
ど
も
館
で
の
実
習
な
ど
対
市
内
に

在
住
か
通
学
し
て
い
る
高
校
生
定
40

人
料
３
５
０
円（
保
険
料
な
ど
）
申
５

月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

時４月２２日㈭～５月３０日㈰／午前９時～
午後５時※受付は午後４時３０分まで。５
月１９日㈬休館。
場史跡足利学校遺蹟図書館
内相田みつをの作品には、随所に足利の
歴史風土の影響がみられるほか、一部に

　相田みつをと足利学校展

同学校や漢籍か
らの影響と思われ
る作品があります。
本展では、それら
の作品と相田みつ
をに強い影響を与
えた武井哲応老師
に関連する資料を
展示します。
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危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）

消
防
本
部
予
防
課
・
☎
㊶
３
１
９
９

時
６
月
６
日
㈰
／
午
前
９
時
30
分
場

白
鷗
大
学
足
利
高
校（
伊
勢
南
町
）内

甲
種
、
乙
種（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

申
４
月
５
日
㈪
か
ら
16
日
㈮
ま
で
に

願
書
を
市
内
の
各
消
防
署
ま
た
は
分

署
※
４
月
２
日
㈮
か
ら
４
月
13
日
㈫

ま
で
は
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
可
。
願

書
は
申
し
込
み
先

に
あ
り
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■ 

▼
４
月
14
日
㈬
＝
内
楽
し
い
整
理
術

教
え
ま
す
講
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
濱
田 

真
由
里
さ
ん

▼
４
月
28
日
㈬
＝
内

ド
ロ
ー
ン
で
空
か
ら

足
利
を
撮
る
講
足
利

リ
ビ
ル
ド
の
会
幹
事

長
・
吉
澤
菊
男
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
２
時
～
４
時
定
20
人

申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■  
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座 

■

▼
４
月
11
日
㈰
＝
題
福
祉
の
こ
こ
ろ

を
考
え
る

▼
５
月
９
日
㈰
＝
題
高
齢
者
福
祉
の

現
場
か
ら
見
え
る
も
の

《
共
通
》時
午
後
１
時
～
３
時
講
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
風
の
詩
理
事
長
・
永
島 

徹

さ
ん
定
25
人
申
事
前
に
電
話
で
同
セ

ン
タ
ー

■ 

ま
ち
の
縁
側

～
読
書
サ
ロ
ン
へ
の
ご
招
待
～ 

■ 

▼
４
月
16
日
㈮
＝
時
午
後
２
時
～
４

時
内『
ぶ
ど
う
畑

の
笑
顔
』川
田 

昇

講
石
川
博
右
さ
ん

▼
５
月
８
日
㈯
＝

時
午
後
１
時
～
３

時
内
絵
本『
つ
な

が
っ
て
る
！
』講
中
島 

由
貴
子
さ
ん

《
共
通
》定
25
人
申
事
前
に
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー

■ 
茶
論
～
話
題
の
テ
ー
マ
を
語
る
～ 

■ 
時
４
月
24
日
㈯
／
午
後
１
時
～
３
時

内
漂
泊
の
系
譜
講
日
下
部 

悲
天
さ

ん
、鈴
木
光
尚
さ
ん
定
25
人
申
事
前

に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
創
作
人
形
展（
清
水
重
子
さ
ん
と

仲
間
た
ち
）＝

時
４
月
20
日

㈫
～
28
日
㈬

▼
足
利
の
山

の
四
季
写
真

展（
春
山
昌
義

さ
ん
）＝
時
５

月
６
日
㈭
～

20
日
㈭
※
５
月
17
日
㈪
を
除
く
。

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

文化課・☎⑳２２３０

詳細は市ホームページへ▶

　樺崎町の樺崎八幡宮に伝わる
太々神楽は、明治初期に伝えら
れましたが、それ以前からこの

地域では神楽が舞われていたとされています。保
存会は昭和５６年５月に結成され、今年で４０周年。
　現在は４０代から９０代までの１０人が所属し、
９３歳の師匠が行う指導のもと、春秋の例大祭で
奉納しています。「人数がいればもう少し見てい
る人を楽しませることができるのに」と悔しがる
山田会長。一人で何役もこなすため、舞ごとに衣
装を着替える時間がかかるそうです。
　仕事の合間に神楽の練習をする父親の背中を見
て育った保存会の皆さんは「ぜひ親子で見学に来
てほしい」と口を揃えます。神楽の奥深さや舞の

樺
かばさきはちまんぐう

崎八幡宮太
だいだいかぐら

々神楽保存会

様子を手振りを混ぜて説明している皆
さんの顔は輝いていました。

場旧袋川沿い（東砂原後町～本城一丁目）

観光振興課・☎⑳２１６５

※日程は桜の開花状況により変更になる場合あり。
※期間中は、総合運動場駐車場利用可。

４月３日㈯～１１日㈰

　旧袋川沿いにある、７２本のしだれ桜
を散歩しながらゆったりと鑑賞できます。

樺崎八幡宮太々神楽（昭和５８年市指定）

※本号に掲載しているイベントなどは、新型コロナウイルス
感染症の影響により、延期や中止になる可能性があります。


